
担当医：

前 後

手術の内容を知っている
手術の日を知っている

術後の安静について知っている

術後の経過を知っている
術後の症状を知っている
合併症がない
安静が守れている

疼痛時の対処法が分かる
トイレまで歩行ができる

廊下1周以上歩行ができる 排尿状況の報告ができる 退院後の生活の留意点が分か
る

夕食まで食べることが出来ます
夜9時以降は食べたり飲んだりすることが
出来ません

食事はできません
朝分の内服がある場合は、少量
の水で飲んでください

食事はできません
医師の指示で水分が摂れる場合がありま
す

朝から食事があります

病院内自由です 病棟内でお過ごしください
ベッド上安静です
体位を変えることは構いません

トイレまで歩行ができます
最初の歩行は看護師が見守りま
す

病院内自由です

シャワー浴ができます 体拭きをします シャワー浴ができます

午後2時に水の下剤を内服します
夜9時に下剤を2錠内服します

常備薬を再開します
中止薬は指示があるまで飲まな
いで下さい
お通じを柔らかくする薬を内服し
ます

抗生剤の内服が3日分処方されま
す
朝10時に内服して下さい

朝9～10時頃に点滴を始めます
点滴は終了です
血栓予防の皮下注射があります

採血があります 採血があります

エコー検査があります

医師から手術に関する説明があります
時間はまたお知らせします。
説明後、同意書のサインの確認をします
看護師から入院や手術についての説明
があります
お薬の確認をします。持っている薬を看護
師にお渡しください
中止の薬がないかの確認をします
入院中は排尿日誌の記載をお願いします
手術部位の毛剃りをします

朝7～8時頃に浣腸が1回あります
血栓予防のための靴下を履いて
下さい。
入れ歯や貴金属類は外して下さ
い
手術室へは歩いて行きます
御家族の方へは手術待合室を
ご案内します

医師から説明があります
家族の方は待合室でお待ちください
心電図モニターや酸素、おしっこの管が体
についています
血栓予防のための器械が足についていま
す
痛みがある場合は、我慢せずお知らせくだ
さい

医師にて膣内のガーゼを抜きま
す
心電図モニターや酸素を外します

おしっこの管を抜きます
管を抜いたあとの最初のおしっこ
は看護師に報告してください
管が抜けたら排尿日誌の記載を
再開します

眼科を受診します
退院後の生活について指導を行います
排尿日誌の記載を終了します

退院です
次回の受診について説明します
中止薬があった場合、内服の再
開について説明します
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※時間の都合により、前後することがあります予定：　　月　　日　　　曜日　　　　時　　分～

当日（　/　）入院日
（　/　）

後1日目
（　/　）

後２日目
（　/　）

後３日目
（　/　）

後４日目
（　/　）
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